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③ナイトミュージアム

開館時間を午後7時30分まで延長して市民の来館機

会を広げ、各種催事を実施し、当館のPRと開催中の

展覧会の入場者数の増加を図った。

（1）トワイライトコンサート「夕間暮れの

フルートアンサンブル」

地元演奏家による親しみのある選曲でのコンサート

を実施した。

期 日：令和3年7月22日（木・祝）18：00～18：45

会 場：本館 展示室

出 演：淺井良子、高殿幸、冨樫カレン

入場者数：123人

（2）彫刻ドラマチック・ライティング

展示室の照明を極端に減じ、床上のスポットライト

によって陰影を強調して普段と異なる彫刻の表情を演

出した。

期 日：令和3年7月22日（木・祝）17：00～19：30

会 場：記念館 展示室

入場者数：76人

関連記事：北海道新聞さっぽろ10区イベントガイド2021

年7月20日

④造形教室

創作の楽しみを味わってもらうことを目的に、小学

生を主な対象とした「子ども造形教室」、大人を対象

とした「おとな造形教室」を実施。デッサンや造形等

の楽しさを学ぶ機会を設けた。

（1）夏休み子ども造形教室

「わくわくカラクリ塾」

小学校3年生から中学生を対象に、簡単な仕組みで

面白い動きの木のおもちゃを製作する造形教室を実施

した。

期 日：①令和3年7月30日（金）

②令和3年7月31日（土）各日9：00～13：00

会 場：本館 研修室

参加者数：①小学生11人、中学生1人 ②小学生12人

受講料：2,400円

講 師：清水郁太郎（木工家）

（2）冬休み造形教室

こどもとおとなのデッサン教室

小学校4～6年生と大人を対象に、記念館に展示す

る彫刻作品をデッサンする教室を実施した。

期 日：①令和4年1月7日（金）、

②令和4年1月8日（土）

会 場：記念館

参加者数：①児童10人、大人4人、②児童10人、大人5人

受講料：児童1,200円、大人1,500円

講 師：①川名義美（彫刻家）、②桂充子（彫刻家）

⑤図書・情報コーナー

本郷新および彫刻美術館に関する図書や北海道内に

設置された野外彫刻の写真資料を公開し、来館者の閲

覧に供した。これまでは、曜日を特定しての限定公開

であったが、10月からは常時開設とした。

期 日：4～9月は水曜日、10月以降は記念館の開館

日に同じ

会 場：記念館2階 図書・情報コーナー
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□5□協力事業

①学校教育への協力

三角山・大倉山・宮の森小学校における総合的な学

習の時間や社会科等の授業、宮の森・啓明・向陵中学

校における職場体験、聖心女子学院中等部による彫刻

清掃ボランティア活動、北海道高等学校文化連盟石狩

支部美術専門部の団体鑑賞の受け入れ、大学での調査・

研究、博物館実習の受け入れなど学校教育への協力を

行ってきたが、今年度も新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止のため、規模の縮小もしくは中止を余儀

なくされた。

そのなかにあって、三角山小学校は、児童の来館は

控えつつも、引き続き、当館を「調べ学習」の題材と

して取りあげた。学習のまとめとして児童が製作した

粘土像の作品展を本館展示室にて開催した。

（1）聖心女子学院中等部による彫刻清掃ボランティ

ア活動

期 日：令和3年6月22日（火）

参加者数：生徒10人、引率者1人

（2）学芸員資格取得希望の大学4年生を対象とした

博物館実習（館園実習）の受け入れ（第1期）

期 日：令和3年6月22日（火）、23日（水）、25日

（金）、26日（土）、27日（日）、7月1日（木）、

2日（金）計7日間45時間

参加者数：大学4年生1人（札幌市立大学1人）

（3）学芸員資格取得希望の大学4年生を対象とした

博物館実習（館園実習）の受け入れ（第2期）

期 日：令和3年9月1日（水）、2日（木）、3日

（金）、5日（日）、7日（火）、8日（水）*、

9日（木）*、10日（金）計7日間45時間

*は一人ずつ受け入れ

参加者数：大学4年生2人（中央大学1人、北海道教育

大学1人）

（4）三角山小学校3年生の総合的な学習の時間枠で

の博物館利用（作品搬入）

期 日：令和4年1月20日（木）

参加者数：児童48人、引率者3人

（5）三角山小学校3年生の総合的な学習の時間枠で

の博物館利用（展示作業見学）

期 日：令和4年1月21日（金）

参加者数：児童48人、引率者3人

（6）三角山小学校3年生作品展

期 日：令和4年1月22日（土）、23日（日）

会 場：本館 展示室（3室）

入場者数：127人

（7）三角山小学校3年生の総合的な学習の時間枠で

の博物館利用（ミニ雪像づくり、雪像彫刻展見

学）

期 日：令和4年1月28日（金）

参加者数：児童48人、引率者3人

②ボランティアの受け入れ

団体、個人等のボランティア活動の受け入れ、対応

を行った。なお、今年度より、図書・情報コーナーの

常時開設に伴い、「図書・情報コーナーボランティア」

と「スクラップブックボランティア」を一本化し、

「資料整理ボランティア」と改称した。

＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため

6月と9月の活動を休止した。

（1）資料整理ボランティア受け入れ 延べ79人

（2）英訳ボランティア受け入れ ―人

（3）解説ボランティア受け入れ 延べ3人

協力事業5
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①サンクスデー

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

日頃の感謝を込めて、開館記念日（6月30日）にほ

ど近い日曜日を無料開館し、さまざまな催しを実施し、

賑わいを創出してきたが、新型コロナウイルス感染症

の拡大防止のため中止とした。

期 日：令和3年6月27日（日）

②さあ！まわろうSAPPORO

～見どころ施設無料化キャンペーン～

札幌市の観光需要及び施設への需要喚起を目的とす

る、無料対象施設として記念館の所蔵品展の観覧料を

無料とした。

期 日：令和3年11月20日（土）～12月19日（日）

会 場：記念館

入場者数：1,443人（一般942人、65歳以上328人、

高大生50人、小中生以下123人）

③サンクスデー

日頃の感謝を込めて、文化の日の入館料を無料にし

た。通例、さまざまな催しを実施し、賑わいを創出す

るが、今回は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大

防止の観点から一所に参集する企画は回避した。

期 日：令和3年11月3日（水・祝）

入場者数：本館125人、記念館113人

（1）館長のとっておきの話 《風雪の群像》をめぐって

時 間：15：00～15：40

会 場：本館 研修室

講 話：吉崎元章（本郷新記念札幌彫刻美術館 館長）

参加者数：30人

（2）学芸員のみどころトーク 高橋喜代史展

時 間：①10：30、②12：30、③14：30

会 場：本館 展示室

講 話：平井菊花（本郷新記念札幌彫刻美術館 学芸員）

参加者数：①12人、②4人、③22人

（3）ドキュメント映像上映

時 間：10：00～17：00（連続上映）

会 場：記念館 2階

上映作品：「現代彫刻・創る 本郷新の世界」

（1973年、30分）

（4）寝室スペース公開

時 間：10：00～17：00（開放）

会 場：記念館 2階

（5）食べる彫刻 オリジナルクッキー

時 間：10：00～16：00

会 場：本館 ロビー

販売物：第3回本郷新記念札幌彫刻賞受賞作

《ザブーン》をモチーフとしたクッキー40個

（一個450円）

製造者：やきがしや ひとさじ（札幌市中央区円山西町）

関連記事：北海道新聞さっぽろ10区イベントガイド2021

年10月29日

□7□広報活動

①ホームページ、SNSの活用

平成30年度リニューアルしたホームページにより、

札幌彫刻美術館で行う展覧会等の事業の情報のほか、

本郷新に関する情報を積極的に発信した。また、

Twitter、Facebook、InstagramのSNSを活用し、

こまめな情報発信によりPRを行った。

②地域住民への情報提供

町内会や近隣小学校等への事業チラシ配布や、町内

会だよりの活用により、地域住民への情報提供に努め

た。

該当なし

利用促進事業6

広報活動7

新収蔵資料8



■刊行物

該当なし

彫刻美術館事業

�刊行物

67

刊行物9

刊行物 規格 頁数 編集・発行

「第3回本郷新記念札幌彫刻賞受賞記念 高橋喜代史展 言葉は橋をかける」図録 ＡＢ判変形 32頁 編集／本郷新記念札幌彫刻美術館、発行／公益財団法人札幌市芸術文化財団

資料収集状況10

技法的区分 点数
素材別内訳数 取得別内訳数

素 材 点数 受贈 受託 鋳造

彫刻 671

ブ ロ ン ズ 156 143 1 12

コンクリート 3 2 1

樹 脂 4 3 1

木 14 14

石 10 9 1

石 膏 365 163 202

テラコッタ 64 57 7

レ リ ー フ 50 34 16

その他 5 5

油彩 126 ― 126 108 18

素描 985 ― 985 122 863

版画 93 ― 93 37 56

画皿 6 ― 6 5 1

書 6 ― 6 6

合計 1,887 1,887 708 1,167 12

資料の修繕・保全11

資料の貸与12

作家名 資料名 貸与先 貸与期間 目的（会場）

本郷新 ・鳥を抱く女 宮の森明和会 4月1日～2022年3月31日 宮の森明和地区会館前への設置のため（継続）

資料の寄託13

作家名 資料名 寄託先 寄託期間 目的

三岸好太郎 ・札幌校外 北海道立三岸好太郎美術館 1989年10月11日～ 広く道民の鑑賞に供するため

本郷新 ・奏でる乙女 札幌市中央区土木部土木事業所 1989年4月1日～ 「彫刻の道」の景観づくりに資するため（市道宮の森3・4条12丁目線内の花壇中央）
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